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　花あかりは、現在14人で活動する朗読ボラン

ティア団体です。主な活動は、町広報などの録音の

ほか、依頼に応じて、短歌や専門書もテープに吹き

込み、依頼者にお渡ししています。また、月に１回

施設の訪問もしています。

　朗読ボランティア花あかりでは、広報や本が読み

にくくなった人に対して、無料でカセットテープを

作成していますので、ご希望のある人は、社会福祉

協議会までご連絡ください。
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毎週
水曜
日は
、午
後７
時ま
で

窓口
業務
を延
長し
てい
ます
。

税務
課・
住民
課・
子ど
も課

高齢
者支
援課
・福
祉課
・水
道課

4月1日、毛呂山町は合併55周年を迎えました。
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我
が
国
の
景
気
は
、
一
昨
年
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
の
厳
し
い
状
況
が
続

き
、
物
価
の
下
落
と
利
益
の
減
少
が
繰

り
返
さ
れ
る
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
状
態
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
人
員
や
賃
金
が
削
減
さ

れ
、
失
業
率
に
お
い
て
は
５
パ
ー
セ
ン
ト

前
後
で
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
有
効
求
人

倍
率
も
0
・
5
倍
程
度
と
い
う
非
常
に

厳
し
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
財
政
を
め
ぐ
る
状
況
も
、
景
気
の

低
迷
、
消
費
の
落
ち
込
み
、
雇
用
の
悪
化

な
ど
に
よ
り
、
法
人
所
得
や
個
人
所
得
の

伸
び
が
見
込
め
ず
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

　

毛
呂
山
町
に
お
い
て
も
福
祉
関
連
経
費

の
増
加
、
学
校
施
設
や
役
場
庁
舎
な
ど
既

存
施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
化
に
伴
う
対
応

な
ど
に
よ
り
、
財
政
需
要
は
拡
大
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
22
年

度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
毛
呂
山

町
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
踏と
う
し
ゅ
う襲
し
、

既
存
の
事
業
お
よ
び
経
費
の
見
直
し
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
第
四
次
毛

呂
山
町
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
で
掲
げ

ら
れ
た
目
標
で
あ
る
「
安
心
と
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
て
推
進
い
た
し

ま
す
。
と
く
に
歳
出
全
般
に
つ
い
て
抑
制

を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
創
意

と
工
夫
に
よ
り
最
少
の
経
費
で
最
大
の
事

業
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
効
率
的
配
分
に

努
め
、
編
成
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
10
月
31
日
か
ら
11
月
３
日
に

か
け
て
、
毛
呂
山
町
の
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
を
含
め
、

関
東
お
よ
び
周
辺
地
域
で
現
在
も
行
わ
れ

て
い
る
保
存
団
体
９
団
体
が
集
う
「
や
ぶ

さ
め
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

毛
呂
山
町
の
誇
る
流
鏑
馬
の
文
化
・
伝
統

の
再
認
識
や
他
市
町
の
保
存
団
体
と
の
交

流
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
に
、
毛

呂
山
町
が
流
鏑
馬
を
守
り
伝
え
て
き
た
品

格
の
あ
る
町
で
あ
る
こ
と
を
全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
「
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
文
化
都
市

も
ろ
や
ま
」
を
基
本
理
念
と
す
る
『
第
四
次

毛
呂
山
町
総
合
振
興
計
画
前
期
基
本
計
画
』

の
計
画
期
間
が
平
成
22
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
を
初
年
度
と
す

る
後
期
基
本
計
画
を
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
手
続
き
を
経
な
が
ら
、
町
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
り
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
毛
呂
山
町
史
が
刊

行
さ
れ
て
か
ら
30
年
が
経
過
し
、こ
の
間
、

歴
史
的
な
発
見
が
あ
り
、
新
し
い
郷
土
研

究
も
多
数
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、『
新
毛
呂
山
町
史
』
の
刊
行
を
予
定

平
成
22
年
度

施
政
方
針

安心のまちづくりを推進

限
ら
れ
た
財
源
を

最
大
限
に
活
用

教育施設の安全整備、
子ども手当をはじめとする子育て支援事業、
道路行政などの生活基盤整備。
そして、なにより
安心して暮らせるまちづくりに重点をおき、
最少の経費で最大の事業効果が得られるよう
予算の効率的な配分に努めました。

平
成
22
年
度
の

新
規
事
業
・
主
要
な
取
組
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町
民
農
園
と
し
て
の
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

水
道
事
業　

住
民
の
皆
さ
ん
に
今
後
も
安

全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た

め
、
苦
に
が
ば
や
し林
浄
水
場
に
紫
外
線
処
理
設
備
を

設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
石せ
き
め
ん綿

管
お
よ
び
老

朽
管
の
布
設
替
え
工
事
を
始
め
と
し
た
、

配
水
管
施
設
整
備
を
引
き
続
き
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど
教
育
施
設
の
整

備
、
子
ど
も
手
当
て
を
は
じ
め
と
す
る
子

育
て
支
援
事
業
お
よ
び
道
路
行
政
な
ど
の

生
活
基
盤
整
備
、
な
ら
び
に
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
施
策
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
立
場
に
立
ち
、
行

財
政
改
革
を
推
進
し
、
希
望
と
活
力
に
満

ち
た
明
日
の
毛
呂
山
町
を
築
く
た
め
、
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
決
意
で
す
。

し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業　

新
た
な
制
度
の
子
ど

も
手
当
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
社
会
全
体
で

応
援
す
る
観
点
か
ら
、
中
学
校
修
了
ま
で

の
子
ど
も
を
対
象
に
、
一
人
に
つ
き
月
額

１
万
３
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
保
育
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
た
め
、（
仮
称
）
子
育
て
支
援
等
検

討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

教
育
関
連
事
業　

情
報
化
、
国
際
化
、
少

子
高
齢
化
な
ど
、
教
育
を
め
ぐ
る
状
況
が

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
教
育
上
の
諸

課
題
を
克
服
し
「
基
礎
学
力
日
本
一
」
を

実
現
す
る
た
め
、
学
校
の
図
書
購
入
費
を

大
幅
に
増
額
し
た
り
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に

非
常
勤
特
別
職
の
所
長
を
配
置
、
指
導
主

事
一
人
を
増
員
す
る
な
ど
し
て
、
教
育
行

政
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
泉
野
小
学
校
、
川
角
中
学
校
の

校
舎
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
泉

野
小
学
校
で
は
ブ
レ
ー
ス
に
よ
る
耐
震
補

強
の
ほ
か
、
屋
上
の
防
水
工
事
、
外
壁
の

一
部
塗
装
工
事
を
、
川
角
中
学
校
で
は
耐

震
補
強
の
ほ
か
、
玄
関
改
修
工
事
、
外
壁

の
一
部
塗
装
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
光
山
小
学
校
校
舎
お
よ
び
川

角
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
の
設

計
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理　

図
書
館
と
総
合

公
園
を
含
む
体
育
施
設
の
管
理
運
営
を
、

４
月
か
ら
指
定
管
理
者
に
移
行
し
、
こ
れ

ら
の
施
設
利
用
者
に
対
す
る
さ
ら
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
、

平
成
22
年
度
・
23
年
度
の
２
年
に
渡
り
実

施
し
ま
す
。
工
事
実
施
に
際
し
て
は
、
来

庁
さ
れ
る
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
な
い
よ
う
、施
工
し
て
参
り
ま
す
。

都
市
計
画
事
業　

長
瀬
駅
前
野
久
保
線

整
備
を
含
め
た
武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺
地

区
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
町
道

第
１
１
０
号
路
線
以
北
の
用
地
取
得
に
努

め
、
自
由
通
路
や
橋
上
駅
舎
、
前
久
保
中

央
公
園
連
絡
道
路
な
ど
一
体
的
に
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

環
境
関
連
事
業　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か

ら
、
毛
呂
山
町
に
居
住
し
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設
置
す
る
個

人
に
補
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
消
費
電
力

や
熱
の
発
生
が
少
な
く
環
境
負
荷
が
低
い

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
す
。

観
光
・
農
業
関
連
事
業　

町
の
活
性
化
や

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
観
光
の
振
興
を
図
る

た
め
、
公
募
に
よ
り
、
誰
か
ら
も
親
し
ま

れ
る
よ
う
な
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
作
成
し
ま
す
。

　

農
業
関
連
に
お
い
て
は
、
遊
休
農
地
を

活
用
し
、
貸
し
農
園
を
開
設
す
る
人
に
対

し
て
補
助
金
の
交
付
を
行
い
、
遊
休
農
地

の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
に
対
し

平成22年度施政方針

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　

ま
た
、
泉
野
小
学
校
、
川
角
中
学
校
の

整
備
を
含
め
た
武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺
地

の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
に
対
し
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一般会計
平成22年度

当初予算の概要
平成22年度のまちづくりがスタートしました。
町では限られた予算を有効に活用するため、様ざまな施策を盛り
込んだ予算を編成しました。その概要についてお知らせします。

町　税 県
支
出
金

そ
の
他38億6,283万7千円

（ー1億611万9千円）
43.3％

地方
交付税
14億1千万円
（－5千万円）
15.8％6.3％

町債

■分担金及び負担金     1億3,677万9千円
■繰入金                    1億1,349万5千円
■繰越金                           1億5千万円　
■使用料及び手数料         5,657万5千円
■財産収入                     2,611万4千円
■寄付金 2千円　■諸収入8,041万9千円

11億1,830万円
（+4億3,160万円）
12.5％

89億2千万円

収入
ＩＮＣＯＭＥ

景気の悪化で町税は減少。子ども手当
ての財源として国からの支出金が大幅
に増加。耐震工事、道路の整備・維持
に充

あ

てるため、町債も増加傾向。

用
語
解
説

一
般
会
計

　

町
の
会
計
の
中
心
と
な
る
会
計
で
、
行

政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
で
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
特
定
の
事
業
を
行
う
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。

地
方
交
付
税

　

所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、

た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
の
額
を
、
国
が
各

地
方
公
共
団
体
に
人
口
、
面
積
、
財
政
力

な
ど
に
応
じ
て
交
付
し
ま
す
。
使
い
道
は
、

各
団
体
が
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

町
債

　

町
が
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
て
い
る
お
金

で
す
。
原
則
と
し
て
、
道
路
や
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
の
整
備
資
金
に
充
て
る
も
の

で
す
。

国
庫
支
出
金

・
県
支
出
金

　

町
で
行
う
事
業
に
対
し
て
国
や
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
使
い
道
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費

　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
の
福
祉
や

医
療
助
成
な
ど
の
経
費
で
す
。

5.6％

国
庫
支
出
金
9.8％ 6.7％

◎県支出金…4億9,965万7千円（+7,988万9千円）

◎国庫支出金…8億7,832万2千円（+4億1,688万5千円）
自 主 財 源 依 存 財 源

◎その他…5億6,338万4千円（ー1億1,775万5千円）

そ
の
他

◎その他…5億8,750万円（－150万円）

民
生
費

国
庫
支
出
金

・
県
支
出
金

町
債

地
方
交
付
税

一
般
会
計
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町民１人あたりに
使われるお金は　　　　

合計　24万2,530円です

平成22年４月１日現在の
人口３万6,779人で算出

消防費
15,560円

衛生費
20,982円

教育費
25,396円

総務費
38,453円

民生費
75,588円

農林水産業費
3,698円

その他
7,587円 平成22年４月１日現在の

人口３万6,779人で算出

公債費
20,334円

土木費
34,932円

民生費
27億8,005万2千円
（+3億4,115万円）

31.2％

総務費
14億1,426万5千円
（+1億2,414万8千円）

15.9％

土木費
12億8,477万9千円
（+2億4,936万2千円）

14.4％

支出
EXPENDITURE

教育費

◎公債費…7億4,785万5千円（+511万2千円）
◎消防費…5億7,227万7千円（－636万4千円）

9億3,405万6千円
（－323万4千円）
10.5％

◎その他…2億7,900万4千円（－1,629万5千円）
　■諸支出金　9,256万1千円
　■議会費　　9,993万8千円
　■商工費　　4,146万7千円

　　■予備費       1,000万円
　　■労働費  3,503万2千円
　　■災害復旧費       6千円

学校や役場庁舎の耐震化が順次進行。
飯能寄居線バイパスの建設、長瀬駅前
野久保線、武州長瀬駅北口の整備も進
み、新しい町の形が見えてきた。

総
務
費

　

税
務
事
務
や
住
民
窓
口
、
選
挙
な
ど
に

係
る
経
費
で
す
。

土
木
費

　

道
路
、
公
園
な
ど
の
建
設
、
整
備
、
維

持
管
理
の
た
め
の
経
費
で
す
。

公
債
費

　

町
債
の
返
済
金
で
す
。

公
債
費

衛
生
費

消
防
費
6.4％8.7％8.4％

そ
の
他
3.0％

◎衛生費…7億7,169万5千円
　　　　　　　（－3,486万4千円）

◎農林水産業費…1億3,601万7千円・1.5%（－601万5千円）

　平成22年度の予算は、前年度よ

り約7.9パーセント、6億5,300万

円増加しました。

　町の収入は、町税など町が自ら確

保することができる自主財源と、地

方交付税や国・県の支出金など、ほ

かの財源に頼る依存財源に分けられ

ます。平成22年度は、収入全体の

約半分が依存財源です。

　依存財源のうち、主に子ども手

当ての財源として、国庫支出金が4

億1,688万5千円増加しました。ま

た、耐震工事や道路の整備・維持な

どを行うために11億1,830万円の

町債を発行します。

　歳出では、子ども手当てを含む民

生費が14パーセント、庁舎の耐震

工事などを予定している総務費が

9.6パーセント、土木費が24.1パー

セント増加しました。

平
成

22
年度の予算は？

土
木
費

総
務
費

　当初予算の概要
平成22年度
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　自然と都市が調和した安全で快適なまちづくり

を目指して、道路、公園、交通環境などの整備を

推進し、美しい景観を創造します。また、防災対

策の充実をはじめとして、防犯活動や交通安全活

動などを住民と協働して推進し、環境に配慮した

快適な生活の実現を支援します。

【主な事業】
・埼玉西部環境保全組合負担金　4億359万8千円

・農道・用排水路整備事業　　　　　  2,850万円

・長瀬駅前野久保線整備事業　 4億3,810万5干円

・町道の維持・新設改良事業　　　2億2,575万円

・庁舎耐震補強工事　　　　　　　1億5,750万円

自然と共生した安全で快適なまちづくり

　農林業、観光、商工業の振興支援や、住民など

が取り組む起業活動を支援します。 

【主な事業】
・マスコットキャラクター作成　　　214万2千円

・雇用対策賃金 　　　　　　　　　　　 500万円

・商工会補助金　　　　　　　　　　　  754万円

・産業まつり補助金　　　　　　　　　  310万円

・街路灯設置事業費補助金　　　　　　  120万円

・サマーフェスティバル補助金　　　　  155万円

元気に仕事ができるまちづくり
　地域における支え合いを基盤として、一人

ひとりに対応できるきめ細かな健康づくり活

動や、少子高齢社会などに対応する福祉活動

を支援します。 

【主な事業】
・自立支援医療給付費 　　　　3,194万2千円

・介護・訓練等給付費　　　  2億764万7千円

・こども医療費　　　　　　　 6,334万4千円

・民間保育所委託料　　　　　 2億4,064万円

・子ども手当・児童手当　　　 5億8,095万円

・重度心身障害者医療費　　　 6,741万6千円

・各種検診・予防接種委託料　 7,814万5干円

健康で安心して暮らせるまちづくり

　住民が町の文化を自ら創り上げるという気風が

育まれるよう、生涯学習活動を支援します。また、

一人ひとりに応じた教育の充実を図るため、家庭、

地域、幼稚園、保育園、小学校、中学校の連携と、

本町ならではの特色ある教育を推進します。

【主な事業】
・私立幼稚園就園奨励費補助金　  3,518万1千円

・生徒指導・教科指導支援員事業　　  3,419万円

・標準学力検査委託料　　　　　　  210万1千円

・やぶさめサミット開催　　　　　  785万7千円

・就学援助金　　　　　　　　　  1,923万9干円

・小中学校パソコン機器借上料　 　2,436万円

・英語指導委託料　　　　　　　　  688万5千円

・新毛呂山町史作成　　　　　　　　　 608万円

学びを未来に活かすまちづくり

　全ての住民がまちづくりに取り組めるよう、

正確な情報を発信し、様ざまな住民活動を支

援します。また、簡素で効率的な行財政運営

を目指します。

【主な事業】
・町内循環バス運行事業　　　 1,272万4千円

・コミュニティ施設特別整備事業補助金   935万8千円

・広報等印刷事業　　　　　　　 627万2千円

・区運営費補助金　　　　　　　 451万5千円

・集会所用地借地料補助金　　　 185万1千円

・コミュニティ協議会補助金　　　　181万円

住民と行政の協働によるまちづくり

平
成
22
年
度
は

　
　
　

こ
の
よ
う
な
事
業
に
お
金
を
使
い
ま
す

6　　　　　広報もろやま  4月20日号広報もろやま  4月20日号



　当初予算の概要
平成22年度

町
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
に
、
５
つ
の
特
別
会
計
と
企
業
会
計

で
あ
る
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計
や
企
業
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
予
算
で

す
。
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
で
ま
か
な
わ
れ
、
一

般
会
計
と
は
独
立
し
た
経
理
会
計
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

国民健康保険特別会計
…42億5,500万円

老人保健特別会計
…545万7千円

介護保険特別会計
…15億5,028万円

農業集落排水事業特別会計
…2,864万円

水道事業会計

【水道事業収益】
　水道料金など
　予 算 額／7億8,506万7千円
　前年度比／2.0％の減額
【水道事業費用】
　水道施設維持管理、県水受水費など
　予 算 額／7億5,467万6千円
　前年度比／3.3％の減額

【資本的収入】
　国庫補助金など
　予 算 額／2億285万5千円
　前年度比／1,755.1％の増額
【資本的支出】
　配水施設整備など
　予 算 額／7億7,180万1千円
　前年度比／96.5％の増額

後期高齢者医療特別会計
…2億5,822万9千円

　農村地域の生活向上を図るために、汚水の処理を行い

ます。現在は主要な処理施設の建設が終了し、施設維持

管理費用が中心となっています。

　高齢者が安心して医療が受けられるように制度の維持、

運営に使われます。

　介護を必要とする人や介護予防が必要な人が、安心し

て生活を送れるように、総合的な介護サービスを行うた

めに使われる予算です。

　この予算は、後期高齢者医療制度への移行前に利用者

が受診した診療費を医療機関に支払うために使われます。

　医療保険制度の基礎的役割を果たしています。いざと

いうときに安心して医療を受けられるようにするために

使われる予算です。

　日常生活に欠かせない生活用水を安全供給する
ための予算です。
　今年は、苦林浄水場において浄水施設の設置工
事および老朽管の布設替などを積極的に行います。

特別会計
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　4月4日、JR毛呂駅前において「第3回ゆずの里商店

街桜まつり」が開催されました。会場では、ゆずの里商

店街加盟店による多くの出店のほか、野
の だ て

点や甘酒、餅つ

きのサービスも行われました。また、毛呂山町武蔵空手

道武州会の演舞やヒップホップダンス、毛呂山中学校吹

奏楽部の演奏なども行われ、大勢の人で賑わいました。

当日は、曇り空で花冷えのする日でしたが、咲き誇る桜

に負けず劣らず、訪れた人にも笑顔が咲いていました。

　3月14日、早春の穏やかな陽気のなか出雲伊波比神社で春の

流鏑馬が奉納されました。出雲伊波比神社の春の流鏑馬は、飾

り立てられた花
はながさ

笠と赤い陣
じ ん ば お り

羽織で盛装した７歳前の男児が乗り

子となり、馬場で行なう騎射も願
がんまとう

的のみが行なわれます。

　今年は、前久保の金子純平くん（5歳）が乗り子を務め、親

戚や友だちに手を振るなど、終始笑顔で見事に大役を果たしま

した。願的を射るときには真剣な表情で自分より大きな弓を引

き、見事に的を射ることができました。的を射た瞬間、訪れた

大勢の人たちから大きな歓声が沸き起こりました。

  幼な子の成長を祈願して　
　－出

いずも

雲伊
い わ い

波比神社春の流
や ぶ さ め

鏑馬－

春
ズームアップ

HARU-NO　EVENT　ZOOM UP

「願的」　狙いを定めて！

桜満開!　笑顔も満開!!　
－第3回ゆずの里商店街桜まつり－

  幼な子の成長を祈願して　
　－
  幼な子の成長を祈願して　
　－

8広報もろやま  4月20日号広報もろやま  4月20日号



ふっくら、おいしく焼けました！

　－アウトドアでパンを焼こう－
袋にいっぱい！　新鮮野菜♪♪

　－のらぼう菜の摘
つ

み取り－

　3月19日、鶴ヶ島ゴルフ倶
く ら ぶ

楽部でクラブエコル主催の

チャリティコンペが開催されました。芸能人の里
さ と み

見浩
こ う た ろ う

太朗さ

んや浅
あ さ ぢ

茅陽
よ う こ

子さん、小
こやなぎ

柳ルミ子さん、加藤茶
ちゃ

さんなど、著名

な芸能人が数多く参加し、自然豊かな毛呂山町でゴルフを楽

しみました。

　コンペ終了後、小野ヤスシさんの軽妙な司会で進められた

表彰式では、地元の毛呂山町を応援したいと、鶴ヶ島ゴルフ

倶楽部から、小沢信義町長に寄付金が手渡されました。

　

　

毛呂山町に芸能人が集う！！

　－チャリティコンペ－

小沢町長へ寄付金が手渡されました

　3月27日、児童館で『おやじ広場～アウトドアでパ

ンを焼こう～』が開催されました。パン生地を巻きつ

けた竹を炭であぶり、焦げないように時折回しながら

待っていると、パン生地がだんだんふくらみはじめ、

ふっくらとした香ばしいパンができあがりました。青

空の下で食べる、お父さんたちと作った焼きたてのパ

ンの味は格別で、子どもたちからは大きな笑顔がこぼ

れました。

　3月27日、28日、西大久保の畑で『のらぼう菜の

摘み取り』が行われました。簡単に摘めるため、小さ

な子どもも参加し、柔らかそうな若芽を袋にいっぱい

詰めていました。

　昨年も参加した人は、「子どもものらぼう菜が好き

で、数日前から早くのらぼう菜を摘みに行こうといっ

ていました。マヨネーズなどをつけて、たくさん食べ

ています」といい、春の味覚を楽しみにしていたよう

です。

芸能人　SPECIAL　INTERVIEW

Ｑ．毛呂山町の印象は？
～大女優の浅茅陽子さんに聞いちゃいました！～

　毛呂山町を訪れるのは、今回で2度目ですが、こちらに来ると、いつもと

てもほっとした気持ちになります。自然が豊かで、のんびりとしていて、

私の故郷の静岡県と雰囲気が似ているのです。住むのなら、このようなと

ころがいいですね。忙しくて、なかなか毛呂山町でゆっくり過ごすことが

できませんが、またぜひ毛呂山町を訪れたいと思います。
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■遊びにおいでよ！　ぴょんぴょん広場

図書館へ行こう

児童館へ行こう
℡(295)4111

5月の休館日

ぼくらのキャンパス
5月の休館日 335　光山小学校

■子ども映画会 ■おはなし会

■本の紹介

毎週月曜日および6日㈭
(3日㈷・4日㈷・5日㈷は開館
します） ℡(295)1015

日　時　5月12日(水)、19日(水)
　　　   午前10時30分～11時30分
対　象　2歳からの子とその保護者
内　容　体操・工作など（申込み不要）
持ち物　親子とも上履き

日 時　5月8日（土）
　　　 午後2時～3時
　　　 30分
定 員　先着50人
内 容　「学校の幽霊」

日 時　5月22日（土）
　　　 午後2時～2時30分
内 容　おはなし、絵本の読み
聞かせ、紙芝居など
対 象　１歳から小学生まで。
小さなお子さんは、保護者
同伴でご参加ください。

貸出点数（貸出期限）
　図書・雑誌・紙芝居など  1人10点まで（3週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット  １人3点まで（1週間）

「雨上がりの手紙入れ」

　　　 りゆきで園芸部に入部し
てしまった高1の達也。部員はし
ろうとの男子3人。適当に送るつ
もりだった高校生活がおもわぬ方向に・・・。」

「な

『園芸少年』
魚住直子／著　講談社／出版

3年　小林　真
まさ

生
お

くん

「おかしの町」 6年　佐久間　愛さん

6年　勝山　侑
ゆ き

希さん 「真夜中の森」

■「幼児クラブ」に参加しませんか？■おやじ広場 ～アウトドアできりたんぽ作り～
日　時　5月15日（土）午前9時30分～
対　象　幼児、小学生とその父親
内　容　アウトドアできりたんぽ作り
費　用　１人150円
定　員　先着10組
申込み　4月30日（金）から費用を添えて
　　　　児童館で受付

　5月5日（祝）こどもの日は1日開館しています。今
年は「アウトドアでパンをやこう！」というイベント
を行います。詳しくは、児童館にお問い合わせくださ
い。

　4月から視聴覚資料は、１人5点まで（2週間）になりました。

　親子で一緒に体操したり、
　　　　　　工作したり、楽しく遊びましょう。

日　時　火曜コース／5月25日（火）から毎週火曜日
　　　　木曜コース／5月27日（木）から毎週木曜日
　　　　（各コースともに全７回）
時　間　午前10時15分～11時30分
内　容　体操、工作ほか
対　象　3、4歳児前後（平成18年4月2日～平成19年9
　　　　月30日生まれの子とその母親）
定　員　先着15組。なるべく全日程参加できる人。
　　　　（参加者が少ない場合、どちらかのコースに変
　　　　更または中止の場合があります）
申込み　5月7日（金）午前9時から児童館で受付（電話可）
　　　　※申込みは1人1組とさせていただきます。

毎週日・月曜日、4日㈷、6日㈭
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流鏑馬サミット
参加団体の紹介③

205

（山梨県富士吉田市）

参加団体の紹介③

小
おむろ

室浅
せんげん

間神社の流鏑馬

　

日
本
各
地
で
様
ざ
ま
な
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
人
び
と
が
騎
手

を
務
め
る
流
鏑
馬
の
な
か
に
は
、
矢
の
的

中
の
具
合
で
農
作
物
の
豊
凶
を
占
う
も
の

が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
山
梨
県
富
士

吉
田
市
小お

む
ろ室

浅せ
ん
げ
ん間

神
社
の
流
鏑
馬
は
馬
場

に
残
さ
れ
た
祭
馬
の
足あ

し
あ
と跡
に
よ
っ
て
火か

な
ん難

を
占
う
と
い
う
珍
し
い
流
鏑
馬
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
占
い
に
重
大
な
意

味
の
あ
る
珍
し
い
流
鏑
馬
祭
り
を
紹
介
し

ま
す
。

　

富
士
吉
田
市
は
山
梨
県
の
南
東
部
、
富

士
山
の
北ほ

く
ろ
く麓
に
広
が
る
高
原
都
市
で
す
。

市
域
の
大
部
分
が
国
立
公
園
内
に
あ
り
、

人
口
５
万
３
千
人
、
総
面
積
１
２
２
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
広
大
な
面
積
を
誇
り
ま

す
。市
街
地
の
標
高
は
７
５
０
メ
ー
ト
ル
、

日
本
一
の
山
・
富
士
山
の
雄
大
さ
を
間
近

で
感
じ
ら
れ
ま
す
。
古
く
か
ら
富
士
山
信

仰
の
町
と
し
て
栄
え
、
富
士
参さ

ん
け
い詣

者
の
案

内
や
宿
泊
の
世
話

を
す
る
御お

し師
文
化
の

面
影
を
今
で
も
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

富
士
吉
田
市
内
を

散
策
す
る
と
銅
製
の

巨
大
な
鳥
居
に
目
が

留
ま
り
ま
す
。
こ
れ

は
高
さ
９
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
富
士
山
北

口
一
ノ
鳥
居
・
通
称

金か
な
ど
り
い

鳥
居
で
、
富
士
登

山
元げ

ん
ぴ
ょ
う標が

あ
り
ま
し

た
。

　

明
治
以
降
、
織
物

が
地
場
産
業
と
し
て

軸
に
な
る
と
、
富
士
北
麓
の
中
核
都
市
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

食
文
化
で
は
、
富
士
吉
田
う
ど
ん
が
有

名
で
、
う
ど
ん
の
食
べ
歩
き
を
楽
し
む
観

光
客
に
も
よ
く
会
い
ま
す
。

　

小
室
浅
間
神
社
は
下
吉
田
地
区
に
あ
り

ま
す
。
か
つ
て
は
勝
山
村
（
現
・
富
士
河

口
湖
町
）
と
共
同
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
享き

ょ
う
ろ
く禄３

年
（
１
５
３
０
）
か
ら
別
々

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。現
在
、

富
士
吉
田
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
室
浅
間
神
社
の
流
鏑
馬
は
、
毎
年
９

月
19
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
朝あ

さ
う
ま馬

、
夕ゆ

う
う
ま馬

の

２
頭
の
役や

く
う
ま馬
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

奉
仕
者
は
襦じ

ゅ
ば
ん袢

に
手て

っ
こ
う甲

、
股も

も
ひ
き引

姿
で
、
役

馬
に
乗
る
者
は
狩か

り
ぎ
ぬ衣
に
烏え

ぼ

し
帽
子
姿
で
騎
乗

し
ま
す
。
朝
馬
が
白
い
狩
衣
、
夕
馬
は
赤

い
狩
衣
を
纏ま

と

い
、
役
馬
に
乗
る
者
は
前
日

の
宵よ

い
み
や宮
の
神み

く
じ籤
で
厳
格
に
決
め
ら
れ
ま

す
。

　

小
室
浅
間
神
社
で
は
播は

し
ゅ種
の
時
期
に
里

に
降
り
た
祭さ

い
し
ん神
が
、
秋
、
富
士
山
２
合
目

の
山さ

ん
ぐ
う宮

に
帰
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
祭

り
の
流
鏑
馬
に
は
、
祭
神
が
翌
春
再
び
里

に
降
り
る
ま
で
の
間
、
争
い
や
火
事
な
ど

が
な
い
よ
う
に
祈
願
し
、
ま
た
、
そ
の
吉

凶
を
占
う
と
い
う
大
き
な
役
目
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
吉
凶

を
射し

ゃ
て
き的
で
は

な
く
、
馬
場

に
残
さ
れ
た

馬ば
て
い蹄
で
判
断

し
ま
す
。
馬

蹄
占
を
伴
う

流
鏑
馬
は
全

国
唯
一
で
、

昔
か
ら
の
世
襲
に
よ
る
占

う
ら
な
い
び
と

人
は
、
馬
が
駆

け
抜
け
る
度
に
馬
場
を
吟
味
し
て
い
き
ま

す
。

　

馬
場
で
行
う
騎
射
に
は
魔
を
祓は

ら

う
意
味

が
あ
り
ま
す
が
、
小
室
浅
間
神
社
の
流
鏑

馬
で
は
、
む
し
ろ
馬
蹄
占
が
主
要
な
行
事

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

小
室
浅
間
神
社
で
は
流
鏑
馬
継
承
の
た

め
に
祭
馬
を
自
ら
飼
育
し
て
い
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
人
に
馴な

れ
た
馬
は
、
流
鏑
馬
で

も
落
ち
着
い
て
馬
場
を
駆
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

馬蹄の跡を見る占人

山梨県富士吉田市

騎射の様子

富
士
山
に
抱
か
れ
た
富
士
吉
田

小
室
浅
間
神
社
の
流
鏑
馬

流
鏑
馬
と
馬ば
て
い
う
ら
な
い

蹄
占

11 広報もろやま  4月20日号広報もろやま  4月20日号
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毛

呂
山町マスコットキャラクター毛呂

山町
合併
55周年

記念事業

大 募 集 !!
　町では旧毛呂山町と川角村の合併 55 周年記念事業として、毛呂山町のオリジナル

マスコットキャラクターの図案と名称を募集します。誰からも愛され、親しまれるマ

スコットキャラクターを考えてください。

　あなたの考えたデザインが毛呂山町のマスコットキャラクターになるかもしれませ

ん!　ふるってご応募ください‼

　なお、採用された作品は、着ぐるみやぬいぐるみになり、町内外のイベントなどで

活躍する予定です。

町の花「きく」

鎌北湖（別名「乙女の湖」）

古式「流鏑馬」

町の木「ゆず」

町の鳥「めじろ」

ゆずの里もろやま

応募期間

　５月６日（木）～５月31日（月）（必着）

応募先・問合せ
　〒 350-0493

　埼玉県入間郡毛呂山町中央２丁目１番地

　毛呂山町役場企画財政課企画係

　ｔ 049（295）2112 内線 321

※右の応募用紙は、町内公共施設に設置してあ

るほか、町ホームページ（各課ページ→企画財

政課）からもダウンロードできます。

ｈ http://www.town.moroyama.saitama.jp/kakuka/kizai/index.html

広報もろやま  4月20日号
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応募資格
◆どなたでも応募できます。団体での応募も可能です。

賞
◆優秀作品賞　１点（賞状および賞金５万円）

応募方法
◆募集チラシ裏面の応募用紙を使用し、持参または郵
送で提出してください。
◆応募作品の配色は５色以内（見やすい色で配色）と
します。
◆ひとり何点でも応募可能ですが、いくつかのキャラ
クターを応募する場合は、キャラクター分の応募用紙
を使用してください。また、複数のキャラクターの組
み合わせはできないものとします。

応募作品の条件および応募作品の取り扱い
◆応募作品は、自作未発表のオリジナル作品に限りま
す。他のコンテストなどに入賞したもの、各種媒体に
使用したものは応募できません。後日、判明の場合は
入賞を取り消します。
◆著作権など採用された作品に関する全ての権利は毛
呂山町に帰属するものとします。
◆応募作品について著作権などに関する問題が発生し
た場合は、全て応募者の責任となります。
◆毛呂山町のマスコットキャラクターを作成する際に、
採用作品および名称は修正する場合があります。
◆応募方法に反する作品は審査の対象としません。
◆応募者の個人情報については、募集に関すること以
外に使用しませんが、入賞者の氏名および市区町村名
については公表します。
◆応募作品は返却しません。

採用作品の活用方法
◆採用作品をもとに着ぐるみやぬいぐるみなどを作成
し、町の行事などにおいて活用していく予定です。

応募についての注意点

広報もろやま  4月20日号

1

4

22

33
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■中央公民館 ｔ (294)1250

■東公民館 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282

 ｆ (295)8297

■総合公園体育館 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会) ｔ (295)3111

 ｆ (295)7258

■保健センター ｔ (294)5511

休日納税窓口　5月30日(日)

　　　　　　　午前９時～午後３時

夜間納税窓口　5月28日(金)午後８時まで

場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

日･････日　時　　場･････場　所

定･････定　員　　対･････対象者

料･････料金・費用

申･････申込み　　問･････問合せ先

ｔ･････電話番号

ｆ･････ファクス番号

ｅ･････電子メールアドレス

ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　5月30日(日)

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通

帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
 介護保険料

　

社
会
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た
翌

日
か
ら
国
保
加
入
と
な
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
て
も
国
保

税
を
加
入
月
の
分
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

国
保
の
保
険
証
を
お
渡
し
す
る
ま

で
の
医
療
費
は
全
額
支
払
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
保

へ
の
加
入
手
続
き
は
早
め
に
す
ま

せ
て
下
さ
い
。

【
国
保
を
抜
け
る
手
続
き
が
遅
れ

る
と
】

　

国
保
の
資
格
喪
失
日
（
社
会
保

険
な
ど
に
加
入
し
た
日
か
ら
国
保

は
使
え
ま
せ
ん
）
以
降
に
国
保
の

保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
た

場
合
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
役
場
住
民
課

　

農
作
業
を
通
し
て
健
康
づ
く
り

や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
余
暇

活
動
の
場
と
し
、
さ
ら
に
農
地
の

有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
町
で
は

町
民
農
園
を
開
設
す
る
農
家
な
ど

に
対
し
て
、
開
設
費
用
の
補
助
や

開
設
手
続
き
な
ど
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

開
設
費
用
の
補
助　

町
民
農
園
開

設
に
か
か
る
費
用
（
資
材
な
ど
）

に
つ
い
て
、
10
ア
ー
ル
あ
た
り

５
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

開
設
手
続
き
の
支
援　

町
民
農
園

開
設
に
必
要
な
申
請
書
類
の
作

成
や
利
用
者
の
募
集
、
情
報
の

提
供
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

内
線
１
７
２

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
る
障
害

に
「
肝
臓
の
機
能
障
害
」
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
人
は

身
体
障
害
者
と
し
て
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
や
自
立
支
援
医
療
（
更
生

医
療
・
育
成
医
療
）
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

・
重
症
の
肝
臓
機
能
障
害
が
一
定

期
間
継
続
し
て
い
る
人

・
肝
臓
移
植
を
受
け
た
人

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

内
線
１
１
６
・
１
１
７

　

現
在
、
障
害
者
福
祉
制
度
は
障

害
者
自
立
支
援
法
を
廃
止
し
、
新

た
な
総
合
的
な
制
度
の
創
設
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
制
度

が
で
き
る
ま
で
の
間
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
皆
さ
ん
の
負
担
が
重

く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
所
得

の
低
い
人
（
市
町
村
民
税
非
課
税
）

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
補

装
具
に
か
か
る
利
用
者
負
担
が
、

４
月
か
ら
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

内
線
１
１
６
・
１
１
７

【
国
保
に
加
入
す
る
手
続
き
が
遅

れ
る
と
】

町
民
農
園
の
開
設
を
支
援

し
ま
す

肝
臓
機
能
障
害
が
あ
る
人
も

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び

補
装
具
費
の
利
用
者
負
担
軽
減

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
出

は
14
日
以
内
に

知
ら

お

せ

広報もろやま  4月20日号

information

インフォメーション
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の
年
金
受
給
額
が
減
っ
た
り
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

■
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
町
の

国
民
年
金
の
窓
口
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

※｢

退
職
日
が
確
認
で
き
る
書
類｣

と
は
、
退
職
証
明
書
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
、
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど

で
す
。
手
続
き
は
、
い
ず
れ
か
の

書
類
で
で
き
ま
す
が
、
交
付
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
す
べ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

毎
年
、
５
月
は
赤
十
字
運
動
月

間
で
す
。
日
本
赤
十
字
社
で
は
、

皆
さ
ん
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
社
資

（
活
動
資
金
）
に
よ
り
、
国
内
外

の
災
害
救
護
活
動
、
救
急
法
や
家

庭
看
護
法
の
普
及
、
献
血
事
業
、

医
療
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

　

毛
呂
山
町
分
区
事
務
局
（
役
場

　

福
祉
課
地
域
福
祉
係
ｔ
内
線
１

　

１
２
）

　

町
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成

の
た
め
に
、
事
業
や
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
る
行
政
区
単
位
に
設
置

さ
れ
た
青
少
年
育
成
組
織
（
子
ど

も
会
育
成
会
な
ど
）
を
対
象
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
金
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

申
・
問　

５
月
7
日
金
ま
で
に
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学
習
支

援
係
ｔ
内
線
５
２
２
に
備
え
付

け
の
申
請
用
紙
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。　

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

よ
り
身
近
で
わ
か
り
や
す
い
年

金
を
め
ざ
し
て
、
年
金
の
加
入
状

況
な
ど
を
日
本
年
金
機
構
か
ら
次

の
人
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

対
象　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の

被
保
険
者

送
付
時
期　

誕
生
月
（
１
日
生
ま

れ
の
人
は
前
月
）

お
知
ら
せ
す
る
内
容

　

①
年
金
加
入
記
録

　

②
保
険
料
の
納
付
額

　

③
年
金
加
入
履
歴

※
35･

45･

58
歳
の
人
に
は
厚
生
年

金
や
国
民
年
金
な
ど
の
納
付
状
況

や
、
将
来
の
年
金
見
込
額
な
ど
も

あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

問　

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
ｔ
０
５
７
０
─
０
５
８
─

５
５
５

～
春
は
異
動
の
季
節
で
す
～

　

就
職
や
退
職
な
ど
で
、
年
金
の

種
別
・
加
入
制
度
が
変
わ
る
と
き

に
は
、
そ
の
都
度
、
届
出
が
必
要

で
す
。
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来

国民年金で届出を必要とする事項
届出が必要なとき 届出が必要な人 必要な書類

会社を退職したとき

退職した本人 ※退職日が確認でき
る書類、年金手帳、
印鑑

扶養されていた
妻（夫）

扶養されていた妻（夫）が
配偶者の扶養からはずれた
とき（収入増、離婚など）

扶養からはずれ
た妻（夫）

健康保険･厚生年金
資格喪失証明書、年
金手帳、印鑑

会社に就職したとき（厚生
年金や共済年金に加入した
とき）

就職した本人
会社から発行された
保険証、年金手帳、
印鑑

｢
ね
ん
き
ん
定
期
便｣

の

送
付
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お

忘
れ
な
く
�

平
成
22
年
度
日
赤
社
資
募

集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

毛
呂
山
町
青
少
年
育
成
事

業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

４月から図書館、体育施設（毛呂山総合公園外８施設）に
指定管理者制度を導入しました

指定管理者：特定非営利活動法人毛呂Ｂｏｏｋ

 図　書　館

指定管理者：一般社団法人毛呂山町体

育協会

管理する施設：毛呂山総合公園、大類

　グラウンド、大類ソフトボールパー

ク、川角公

園、西戸・

川角・岩井

・目白台各

グラウンド、

弓道場

 体育施設（総合公園など）

　指定管理者制度は、体育施設や福祉施設、文化施設など、町民の皆さんに直接利用していただく「公の施設」

の管理運営を広く民間の事業者や団体にも任せることができる制度です。町では、条例を定めて、以下の施設に

指定管理者制度を導入しました。なお、申請方法などは、今までと変わりません。

区分 変更前 変更後

開館

時間

平日
午前 10 時～
午後 5 時 30 分

午前 9 時 30 分～
午後 7 時

土・日
・祝日

午前 10 時～
午後 5 時 30 分

午前９時 30 分～
午後 5 時 30 分

休館日

月曜日、祝日、月
末日、年末年始、
蔵書点検日

月曜日（祝日除く）、
祝日の翌日、月末
日、 年 末 年 始、 蔵
書点検日

視聴覚資料貸出し 1 人 3 点（1 週間）1 人 5 点（2 週間）

　図書館は、４月から開

館時間を延長し、祝日も

営業しています。

広報もろやま  4月20日号

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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募
集
し
ま
す

　

町
で
は
就
農
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
に
よ
る
田
や
畑
の

未
耕
作
地
の
解
消
な
ら
び
に
農
業

の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
も
ろ
も
ろ

ま
ち
お
こ
し
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
未
耕
作

農
地
に
景
観
形
成
作
物
を
作
付
け

し
た
行
政
区
ご
と
の
団
体
に
補
助

金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。
平
成

21
年
度
は
２
団
体
で
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
新
た
に
希
望
す
る
団
体

を
募
集
し
ま
す
。
補
助
金
の
申
請

要
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
役
場
産

業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

内
線
１
７
２

　

埼
玉
県
で
は
、
「
80
歳
に
な
っ

て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
残
そ

う
!
」
と
い
う
「
８
０
２
０
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
入
間
郡
市
歯
科
医
師
会

主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日　

６
月
６
日
日
午
前
10
時
～
正

午
場　

鶴
ヶ
島
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
鶴
ヶ
島
市
脚
折
１
９
２
２
─

　

１
０
）

対　

坂
戸
保
健
所
管
内
に
在
住
し
、

80
歳
以
上
（
平
成
22
年
４
月
１

　

日
現
在
）
で
、自
分
の
歯
が
20
本

　

以
上
あ
る
健
康
な
人
（
た
だ
し
、

過
去
に
知
事
表
彰
を
受
け
た
こ

と
の
あ
る
人
を
除
き
ま
す
）

審
査
等　

当
日
、
口
腔
内
診
査
お

よ
び
面
接
を
行
い
、
入
間
郡
市

歯
科
医
師
会
長
が
表
彰
し
ま
す
。

申
・
問　

５
月
20
日
木
ま
で
に
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
─
５

　

５
１
１
ま
た
は
歯
科
医
師
会
会

員
の
歯
科
医
院
に
申
込
み
。

　

保
育
に
興
味
が
あ
る
人
、
子
ど

も
が
大
好
き
で
安
全
で
楽
し
い
保

育
実
践
の
知
識
や
技
術
を
学
び
た

い
人
、
保
育
活
動
を
し
た
い
と
思

う
人
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ

ん
や
お
父
さ
ん
が
「
子
ど
も
を
預

け
て
学
び
た
い
」
と
い
う
と
き
に
、

そ
の
お
子
さ
ん
を
預
か
っ
て
保
育

す
る
、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

で
す
。

場　

東
公
民
館　

定　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン

（
5
月
24
日
月
の
み
）

申
・
問　

4
月
26
日
月
午
前
９
時

　

か
ら
東
公
民
館
ｔ
２
９
５
─
２

　

２
７
７
で
受
付
（
電
話
可
）

　

園
庭
を
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
今
年
は
年

６
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
に
ち　

５
月
10
日
月
▽
若
草
保

育
園
、
17
日
月
▽
上
町
保
育
園

※
旭
台
保
育
園
は
、
今
回
お
休
み

で
す
。

時
間　

午
前
10
時
～
11
時

場　

町
立
各
保
育
園

内
容　

園
庭
で
の
自
由
遊
び
（
雨

天
時
は
ホ
ー
ル
で
遊
び
ま
す
）

対　

未
就
園
児
の
親
子

問　

若
草
保
育
園
ｔ
２
９
４
─
４

　

８
２
０
、
上
町
保
育
園
ｔ
２
９

　

４
─
６
０
６
６

日　

５
月
30
日
日
午
前
８
時
30
分

集
合
（
９
時
開
会
式
）

場　

川
角
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　

毛
呂
山
町
・
越
生
町
・
鳩
山

町
在
住
、
在
勤
者
（
一
般
社
会

人
）
、
学
生
（
高
校
生
以
下
は

除
く
）　

種
目　

一
般
男
子
、
一
般
女
子

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

申
・
問　

５
月
15
日
土
ま
で
に
ｔ

２
９
４
｜
７
９
３
１
毛
呂
山
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
絡
協
議
会
岩
崎

に
申
し
込
み

日　

６
月
27
日
日
午
前
９
時
～
正
午

場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

定　

先
着
20
人

料　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

申
・
問　

５
月
１
日
土
か
ら
31
日

月
ま
で
に
、
消
防
署
ｔ
２
９
５

　

─
０
１
７
８
に
申
込
み

保育ボランティア講座日程表
回 日　時 内　容 講　師

１
5月10日（月）

午前10時～正午

子育て支援を目

指す人の心構え

溝
み ぞ き

木京子（親業イ

ンストラクター）

２
5月17日（月）

午前10時～正午

手遊びと読み聞

かせ

町立保育園保育

士

３
5月24日（月）

午前9時45分～正午

保育の実習、体

験

保育ボランティ

アひまわり会員

参
加

ご

を

「
も
ろ
も
ろ
ま
ち
お
こ
し
事
業
」

と
し
て
補
助
金
を
助
成
し
ま
す

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

第
18
回
「
８
０
２
０
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
参
加
者
募
集

町
立
保
育
園
『
園
庭
開
放
』

『
第
30
回
町
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
』
出
場
者
募
集

『
普
通
救
命
講
習
』

広報もろやま  4月20日号
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申　

４
月
26
日
月
午
前
９
時
か
ら

　

参
加
費
を
添
え
て
、
中
央
公
民

　

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）
。

問　

中
央
公
民
館
ｔ
２
９
４
─
１

　

２
５
０

㊐　

５
月
５
日
祝

場　

永え

い

げ

ん

じ

源
寺
境
内

※
午
後
１
時
、
３
時
に
駅
東
通
線

で
花お

い
ら
ん魁

道
中
を
お
こ
な
い
ま
す
。

問　

坂
戸
市
観
光
協
会
ｔ
２
８
３

─
１
３
３
１
内
線
２
８
３

17

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付
。

～
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
に

　
　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
�
～

㊐　

５
月
17
日
月
・
24
日
月
、
午

後
１
時
～
５
時
（
全
２
回
）

場　

中
央
公
民
館
学
習
室

対　

町
内
在
住
・
在
勤
者

定　

先
着
20
人

内
容　

バ
ス
ケ
ッ
ト
作
成

持
ち
物　

洗
濯
ば
さ
み
20
個
、
チ

　

ャ
コ
ペ
ン
（
白
・
黄
色
な
ど
の

明
る
い
色
）、
硬
質
な
メ
ジ
ャ
ー

ま
た
は
定
規
、
は
さ
み

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

～後期高齢者医療制度の加入者および

今年度加入予定の国保加入者が対象です～

内容　問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検

査・医師の診察など

料金　５００円

場所　次のなかから１か所を選択

埼玉医科大学病院健康管理センター、毛呂病院、

長瀬クリニック、根岸内科医院、初野医院、ゆ

ずの木台クリニック、市川医院、越生メディカ

ルクリニック

※健診実施医療機関は、変更になる場合があります。

その場合は、広報もろやまにてご案内する予定です。

定員　各月２０人

手順　①保健センターに申込み後、受診券が郵送され

　　　　ます。

　　　②医療機関を選び、健診の予約をして、すべて

　　　の書類を持参のうえ受診してください。

※生活習慣病で治療中の人は、改めて健診を受ける必

要がない場合もありますので、主治医にご相談くださ

い。

※昭和10年４月１日～昭和11年３月31日生まれ以

外の人で、平成22年４月１日以降に後期高齢者医療

制度に加入した人は、保健センターにご相談ください。

■40歳以上（今年度40歳になる人を含む）の生活保
護受給中の人の健康診査
　保健センターなどで集団健診（６～１２月）を実施

します。ご希望の人は保健センターまでご連絡くださ

い。健診内容は、後期高齢者医療制度加入者の健診と

同じです。

問　保健センターｔ（２９４）５５１１

後期高齢者医療制度の加入者
※平成２2年３月末までに加入している人

昭和10年10月１日から昭
和11年３月31日生まれの
国民健康保険加入者

実施月 受　付　日
12 月 11/ １（月）～15（月）

１月 12/ １（水）～15（水）

２月 １/ ６（木）～20（木）

実施月 受　付　日
６月 ５/ ７（金）～21（金）

７月 ６/ １（火）～15（火）

８月 ７/ １（木）～15（木）

対象者

どの月でも受診できます

６月～８月に　　受診できます

「健康診査」を実施します

12月～２月に　　受診できます

初
心
者
の
た
め
の
『
エ
コ

ク
ラ
フ
ト
教
室
』

お
釈
迦
さ
ま
大
祭
情
報

レ
イ
ン
ボ
ー

昭和10年４月１日から９
月30日生まれの
国民健康保険加入者

　

平
成
21
年
度
に
次
の
方
が
た
か

ら
町
へ
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
と
し
て

・
平
成
15
年
度
毛
呂
山
町
立
川
角

　

中
学
校
卒
業
生
一
同　

様

・
関
東
建
設
工
業
株
式
会
社　

様

・
ク
ラ
ブ
エ
コ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　

コ
ン
ペ　

様

・
西
入
間
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所　

様

・
埼
玉
土
建
毛
呂
山
西
分
会　

様

・
中
央
商
事
協
力
会　

様

・
飯
能
地
区
更
生
保
護
女
性
会　

様

・
い
る
ま
野
農
業
協
同
組
合　

様

・
武
蔵
野
瓦
斯
株
式
会
社　

様

・
鶴
ヶ
島
ゴ
ル
フ
倶
楽
部　

様

・
越
生
毛
呂
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

Ｉ
Ｍ
実
行
委
員
会　

様

　

対
象
者
に
は
、
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
な
ど
を
通
じ
て
優
待
カ
ー

ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど

も
が
未
就
園
の
家
庭
な
ど
は
、
お

手
数
で
す
が
、
役
場
子
ど
も
課
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

役
場
子
ど
も
課
子
育
て
支
援

係
ｔ
内
線
１
１
３
・
１
１
４

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広報もろやま  4月20日号
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少
数
の
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
光
、

影
、
色
を
求
め
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

日
／
５
月
21
日
金
～
23
日
日
午
前

９
時
～
午
後
６
時　

場
／
中
央
公

民
館　

料
／
無
料　

問
／
ｔ
２
９

２
─
４
４
２
０
柿
沼

　

広
く
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

（
と
く
に
男
性
）
。
誰
で
も
参
加
で

き
る
明
る
く
楽
し
い
コ
ー
ラ
ス
の

サ
ー
ク
ル
で
す
。

日
／
第
１
火
曜
日
、
第
２
月
曜
日
、

第
３
水
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30

分　

場
／
と
き
わ
ぎ
幼
稚
園　

会

費
／
月
額
５
０
０
円
（
入
会
金
な

し
）　

講
師
／
秋
馬
敏
夫
さ
ん
、

志
村
美
穂
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）　

問
／
ｔ
２
９
４
─
２
１
５
０
馬
場

　

絵
画
に
興
味
が
あ
る
方
、
一
緒

に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

日
／
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日
午

後
１
時
～
５
時　

場
／
東
公
民
館

会
費
／
月
額
２
０
０
０
円
（
入
会

金
な
し
）　

対
／
小
学
校
３
年
生

以
上
（
男
女
、
老
、
壮
問
い
ま
せ

ん
）　

問
／
儘
美
術
会
ｔ
２
９
４

─
２
３
８
３
豆
田

日
／
５
月
９
日
日
（
予
備
日
５
月

16
日
日
）
午
前
８
時
30
分
～　

場

／
川
角
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

対

／
毛
呂
山
町
在
住
・
在
勤
者　

参

加
費
／
シ
ン
グ
ル
１
３
０
０
円

（
開
催
日
時
に
支
払
い
）　

申
・
問

／
５
月
３
日
祝
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
ｔ
ｆ
２
９
５
─
１
２
０
１
川
井

に
申
し
込
み

〜
越
辺
川
の
小
鳥
た
ち
〜

日
／
５
月
９
日
日
午
前
９
時
（
雨

天
中
止
）　

場
／
越
辺
川
付
近　

集
合
／
越
生
駅　

料
／
３
０
０
円

持
ち
物
／
弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
等　

問
／

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会
越
生
支

部
ｔ
２
９
４
─
２
５
２
５
宮
澤

　

優
雅
な
ワ
ル
ツ
、
情
熱
の
タ
ン

ゴ
な
ど
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
踊
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？　

初
め
て
で
も

楽
し
め
る
曲
を
用
意
し
て
待
っ
て

い
ま
す
。

日
に
ち
／
５
月
12
日
水
～
29
日
土

ま
で
の
水
・
土
曜
日　

時
間
／
水

曜
日
▽
午
後
３
時
か
ら
、
土
曜
日

▽
午
後
１
時
か
ら　

料
／
無
料　

場
／
中
央
公
民
館　

問
／
ｔ
２
９

５
─
８
０
６
７
篠し

の

き木

　

第
13
回
と
な
る
毛
呂
山
バ
ン
ド

連
盟
主
催
の
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
を
7

月
19
日
祝
に
東
公
民
館
で
開
催
し

ま
す
。
出
演
を
希
望
す
る
人
・
団

体
は
、
５
月
21
日
金
ま
で
に
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
中
高
生
バ

ン
ド
・
お
や
じ
バ
ン
ド
大
歓
迎
!

　

な
お
、
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

同
時
募
集
し
ま
す
。

申
・
問
／
ｔ
０
９
０
─
３
２
３
８

─
０
９
２
１
宮
寺

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ハ
ウ
オ
リ
フ
ラ
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
で
は
、
フ
ラ
が
大
好
き
な

仲
間
が
集
い
、
楽
し
く
練
習
し
て

い
ま
す
。
２
ク
ラ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ

月
２
回
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

都
合
の
良
い
ク
ラ
ス
で
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

第
１
・
３
水
曜
日
ク
ラ
ス
▽
日
／

５
月
５
日
祝
、
19
日
水
午
後
１
時

～
３
時　

問
／
ｔ
２
９
４
─
９
３

５
６
粟あ

わ

た田　

第
２
・
４
水
曜
日
ク

ラ
ス
▽
日
／
５
月
12
日
水
、
26
日

水
午
前
11
時
～
午
後
１
時　

問
／

ｔ
２
９
４
─
９
０
８
５
皆
川　

【
共
通
事
項
】
場
／
東
公
民
館　

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
運
動
の
し

や
す
い
服
装　

情
報
交
換

『
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
』

展
示
会

『
儘ま

ま

美
術
会
』
会
員
募
集

コ
ー
ラ
ス
『
い
ち
り
ん
草
』

会
員
募
集

『
春
季
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
』

参
加
者
募
集

『
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』

の
お
知
ら
せ

『
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ひ
ま
わ

り
』
初
心
者
講
習
会

『
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
』
出
演
バ

ン
ド
募
集

『
ハ
ウ
オ
リ
フ
ラ
ダ
ン
ス
』

紙・布収集、皆さんの
ご協力をお願いします

　紙・布の各収集指定業者は、集
めた紙・布を組合に代わって売却
し、その売却代金で収集を行って
います。そのため、組合から公費
による支出はありません。
　しかし、年々皆さんから出され
る紙類が減少し、苦しい運営と
なっています。
　このまま紙類が集まらないと今
後、組合から金銭的な支援を行う
こととなってしまいます。
　紙類を地域の集積所にお出しい
ただくことが収集経費の節約につ
ながり、税金の有効活用となりま
す。皆さんのご協力をお願いしま
す。
問　埼玉西部環境保全組合高倉

クリーンセンターｔ２７１─
１５００、川角リサイクルプラ
ザｔ２９４─４１１５

広報もろやま  4月20日号
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ここちよい風に吹かれながら…
『新緑�　めじろウォーク』

申・問　中央公民館　ｔ（294）1250

色とりどりのバラが咲き競う
滝ノ入バラ祭りへ、ようこそ

問　役場産業振興課商工観光係　ｔ内線175

爽やかな汗を流しませんか？　『スポーツ健康フェア２０１０』
申・問　教育委員会生涯学習課スポーツ振興係　ｔ（295）2112内線523

教室・大会名 実施場所 開催時間 内　　　容

★バスケットボール教室 メインアリーナ
午後１時～３時（歓迎式
典は午後０時３０分から）

ｂｊリーグ埼玉ブロンコスアカデミーコー
チによる実技指導

★ミニ体力測定 サブアリーナ 午前９時～１１時
筋力、持久力、柔軟性、バランス能力など
協力：埼玉医大保健医療学部（先着 30 人）

ミニバスケットボール大会 メインアリーナ 午前９時～正午 町内・近隣スポーツ少年団の選抜による

健康体操 柔道場 午前１１時～正午
講師：菊池幸代さん

「呼吸で脂肪を燃やす」～呼吸に着目し、お
腹に溜まった脂肪を燃やそう�～

★護身術体験教室 柔道場 午後１時～２時３０分 突きの避け方（体
た い さ ば

捌き）、腕を捕られた時の
抜き方など、基礎技術の体験（先着 50 人）

グラウンドゴルフ広場 グラウンド 午前９時～正午
６名までのグループで自由にコースをお回
りください。初心者には指導あり。

日　時　５月１５日（土）【雨天中止】

　　　　午前１０時３０分集合、午後２時解散予定

集　合　毛呂山総合公園体育館玄関前

コース　総合公園～宿谷の滝～鎌北湖～総合公園

持ち物　弁当、水筒、着替え

定　員　約５０人

参加費　無料

申込み　４月２３日（金）午前９時から中央公民館

　　　で受付（電話可）。

日　時　５月９日（日）午前９時～午後３時

場　所　毛呂山総合公園

■楽しいコーナーがたくさんあります�
歓迎式典（アトラクション「武蔵越生高校チアリーダー部」）
　午後０時３０分

青少年相談員アトラクション「ストラックアウト」
　午前１０時～午後３時

オリエンテーリング（スポーツ少年団ほか）／午前９時～正午（芝生広場）

フライングディスク・スカイクロス／午前１０時～正午、午後１時～３時

（体育館前広場）

ペタンク／午後１時～３時（芝生広場）

■体験教室・大会に参加しよう�

※体育館内は、体育館シューズが必要です。各大会、体験教室の参加者は、運動しやすい服装でお越しください。
※★印に参加を希望する人は、4 月 21 日（水）から生涯学習課で受け付けます。

期　間　５月22日（土）～６月６日（日）

時　間　午前９時～午後４時30分

場　所　もろびとの館脇

入園料　３００円

駐車場　無料

※地元農産物を使った

こだわり加工食品、バ

ラ鉢物、苗木などの販

売。

　ボランティアによっ

て作られた、毛呂山町

の新名所『滝ノ入ロー

ズガーデン』。今年も

皆さんのお越しをお待

ちしています。

　みなさんも、新緑の毛呂山町「宿谷～鎌北湖方面」

をゆっくりと歩いてみませんか？

毛
呂
駅

毛
呂
本
郷

広報もろやま  4月20日号
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日本脳炎予防接種を開始します
問　保健センター　ｔ（294）5511
　日本脳炎予防接種は、国の方針により平成１７年５月以降積極的な勧奨が控えられていましたが、新しいワ

クチンが開発されたことから、本年５月から接種を再開します。

◆集団予防接種

　町外にあるかかりつけの小児科や内科などの病院が町と契約している場合も接種が受けられます。詳しく

は、保健センターまでお問い合わせください。

区　分 接種対象者 公費対象期間 備　考
初回接種

（２回）

３歳から４歳に達するまでの期間を標準的な接種期間として、６

日から２８日までの間隔を置いて２回行います。
７歳半までが

公費対象期間

となります。

 第１期のみで、 

 第２期はあり

 ません。
追加接種

（１回）

４歳に達した時から５歳に達するまでの期間を標準的な接種期間

として１回行います。初回接種からおおむね１年後になります。

予防接種 予約受付
日　程 時間 期　間 時間

　５月 24 日月 午
後
１
時
30
分
か
ら

　５月 17 日月～
午
前
８
時
30
分
か
ら

　６月 22 日火

　７月 21 日水
　７月 14 日水～

　８月 19 日木

　９月 17 日金
　９月 10 日金～

 10 月 14 日木

※集団予防接種は、すべて保健センターで実施します。

ぎんれい会 ( 大正琴 )   ７日21日

三味線・民謡の会   ６日13日

手 芸 の 会 12日26日

カ ラ オ ケ 同 好 会 17日（厚年カラオケ）29日

吟 友 会 12日26日

書 道 の 会 12日26日

舞 わ か ば 会 12日26日

FD カ ト レ ア 19日28日

健康体操３B 体操 17日

楓 会   ７日

押 し 花 の 会 10日24日

光 華 の 会 10日24日

山根荘趣味の会定例行事

※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

問 老人福祉センター山根荘ｔ（２９４）５５４５

　

山
根
荘
は
、
町
内
在
住
で
６０
歳

以
上
の
人
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

※なお、これまで見合わせていた期間に７歳半を過ぎてしまった人や、古いタイプのワクチンを接種した人に

対する接種については、現在、厚生労働省で検討しています。

５月の休館日
  １日  ２日  ３日  ４日  ５日  ８日  ９日
15日16日22日23日29日30日

ゲートボール 10日24日

ペ タ ン ク 17日

声 を 出 す 会 19日

謡 寿 会 11日25日

民 踊 同 好 会 10日24日

俳 句 の 会
28日【季語 母の日（ははのひ）、、若葉
風（わかばかぜ）】

囲碁・将棋の会   ７日12日19日21日26日28日

お 茶 の 会   ７日21日

茜 会（ お 花 ）10日24日

ダンス同好会 21日28日

リサイクル情報
●ゆずりたい品物

・普通自転車、百科事典（中古・

相談）・鳥かご、小動物用かご、

蛍光灯電気スタンド、蛍光灯サー

クライン（全て新品同様、無料）・

学習机（女子用・無料）・セニア

カー（中古・無料）・プリンター（中

古・無料）・木製の親子すのこベッ

ド（組立式・中古・無料）

●ゆずってほしい品物
・キックボード（無料）・ベビーベッ

ド（相談）

　紹介したい品物がありましたら、

お気軽にお申し込みください。ま

た、交渉が成立した場合には、必

ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　産業振興課商工観光係ｔ内線 175

予防接種 予約受付
日　程 時間 期　間 時間

 11 月 12 日金 午
後
１
時
30
分
か
ら

 11 月　５日金～
午
前
８
時
30
分
か
ら

 12 月 10 日金

　１月　５日水
 12 月 27日月～

　２月　２日水

　３月　１日火
　２月 22 日火～

　３月 28 日月

◆町外個別予防接種

広報もろやま  4月20日号
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平成22年度　町税・保険料口座振替日のお知らせ
問　毛呂山町役場ｔ（295）2112　町税に関すること　税務課納税係ｔ内線 193・194
　　　　　　　　　　 　　　　　　　保険料に関すること　高齢者支援課保険料係ｔ内線 158・159

　平成 22 年度の町税・保険料の口座振替日は下記の

とおりです。

●口座振替ができる町税・保険料
　町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険

税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

●口座振替ができる金融機関
　埼玉りそな銀行・みずほ銀行・三井住友銀行・りそ

な銀行・武蔵野銀行・東和銀行・埼玉縣信用金庫・

　飯能信用金庫・中央労働金庫・いるま野農業協同組

合・ゆうちょ銀行

●申し込み方法
　①預貯金通帳、②通帳の届出印、③納税（納入）通

知書をお持ちのうえ、金融機関または役場窓口にて、

「口座振替依頼書」で申し込みます。

※町外の金融機関には、「口座振替依頼書」がありま

せんので、ご連絡いただければ郵送いたします。 

納期限及び口座振替日一覧

平成21・22年度　指名参加願い（追加）申請を受け付けます

の受付は行いません。また、電子申請による受付も行

いません）。

建設工事にかかる入札参加資格者の格付
　建設工事請負に係る入札参加資格者については、「平

成 21・22 年度建設工事請負等競争入札参加資格者

格付要領」に基づき格付を実施し、通知、公表します。

参加資格の有効期間
　平成 22 年７月１日から平成 23 年３月 31 日まで

の９か月間

※申請書類、受付時間、会場、説明資料などの詳細は、埼

玉県電子入札共同システムホームページで確認してく

ださい。

ｈ http://www.pref.saitama.lg.jp/page/tsuika5.

html

　平成 21・22 年度建設工事、設計・調査・測量、土木施設維持管理業務の入札参加資格審査に係る申請受付（追加受付）
を下記により実施します。なお、受付は、埼玉県電子入札共同システム参加自治体との共同窓口で行います。

問　埼玉県総務部入札審査課ｔ 048（830）5771

税目・保険料／月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月

町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期

軽 自 動 車 税 １期

固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期

国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

口 座 振 替 日 5/27 6/28 7/27 8/27 9/27 10/27 11/29 12/27 1/27 ２/28

納 期 限 ５/31 6/30 ８/ ２ 8/31 9/30 11/ １ 11/30 12/27 １/31 ２/28

受付期間　５月 6 日（木）～５月 14 日（金）事前予

　約制

場　　所　埼玉県入札審査課（埼玉県庁本庁舎 3F）

申請方法　書類による申請のみ。対面審査を行います。

　事前の予約がないと、今回の追加申請はできません。

事前予約　４月 28 日（水）午後５時必着

【新規】

　新規登録を希望する事業者については、県の登録希

望の有無にかかわらず、上記期間中、県において受付

を実施します（各市町の窓口による個別の受付は行い

ません）。

【自治体追加・希望業種追加】

　申請日現在、電子入札共同システムに登録している

全ての事業者は、上記期間中、県において参加希望業

務の追加受付を実施します（各市町の窓口による個別
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毛呂本郷　　　初野  雅彦

小
こ だ や

田谷　　　　杉浦  國
くにのぶ

允

長瀬一　　　　髙橋  四郎

長瀬二　　　　宮寺  安夫

長瀬三　　　　森　　徹
とおる

前久保　　　　新井　彰
あ き お

夫

沢田　　　　　古賀　征
せいいち

一

平山　　　　　山口  武
たけなが

長

大
だ い し

師一　　　　島田修太郎

大師二　　　　市橋  和彦

滝
た き の い り

ノ入　　　　佐々木敏夫

阿
あ す わ

諏訪　　　　伊理  定夫

大
お お や ぎ

谷木　　　　坂口  昭
しょうじ

次

葛
つづらぬき

貫　　　　　平石  志
し の ぶ

暢

権現堂　　　　小山  幸男

宿
しゅくや

谷　　　　　市川  安雄

川角　　　　　小室　英昭

玉
ぎょくりんじ

林寺　　　　小室　邦
くにひと

人

苦
にがばやし

林　　　　  吉田　忠幸

大類　　　　　齋藤　忠彦

西大久保　　　岡野　勉

市場　　　     小島　公
こうへい

平

下川原　　　　岡野　正夫

西
さ い ど

戸　　　　　杉田　悦男

箕
み の わ だ

和田　　　　関口　薫

第一団地１　　髙野マサエ

第一団地２　長谷部眞
ま き こ

貴子

第一団地３　　木村由見子

第一団地４Ａ　三木　弘志

第一団地４Ｂ　古澤　俊夫

第一団地５　　久保　きく

第二団地１　　深谷　茂雄

第二団地２　　大木　政義

第二団地３　　植村　ヤス

第二団地４　　原口　智
ともかず

一

第二団地５　　滝島　敦子

第二団地６　　大野　文
ふみよし

允

毛呂山台　　　横澤　誠

学園台　　　　高橋　幸
ゆきまさ

正

第三団地　　　小田嶋　勲

角
つ の き

木団地　　　北見勢
せ つ こ

津子

日
にっせい

生団地　　  矢
や は た

幡　時
ときよし

吉

第四団地　　　関口　慶
よしあき

昭

第五団地　　　出
い で い

井　完二

第六団地　　　福田　正男

岡本団地　　　平林　重利

総
そうにわ

庭団地　　 高橋 幸
さ ち み

美

東
とうはら

原団地　　　山内　要
よういち

一

日
に っ か

化団地　　　吉田　健一

第十三団地　　伊藤　京
けいせい

成

むさしの自治会　秋
あきにわ

庭　利弘

新南台自治会　立川　隆
たかし

ゆずの木台　　大坪　忠雄

旭台団地北　　大友　清
せいいち

一

第九団地　　　五
ご と う

嶋　京子

双
ふ た ば

葉団地　　　平沢　準也

旭台（大）　　島田　満
みつる

旭台　　　　　相澤　哲生

旭台団地南　　昆野　進一

第七団地　　　大澤　正明

西
にしはら

原団地　　  大原　照男

平山ニュータウン　野口　三男

いわい団地　　岡嶋　理絵

谷
や ば た

端団地　　　白
しらはた

幡　幸
ゆきひろ

大

シャルマンコーポ毛呂山自治会

　　　　　　　荻
おぎわら

原　操
みさお

ジョイム毛呂山　北川　弘
ひろのぶ

宣

目白台自治会　手
て づ か

塚　和
かずしげ

重

町
民の皆さんと町とのパイプ役として働いていただく区長さんをお知らせします。皆さんが生活してい

る地域のことなどで、困っていることや気がついたこと、町に対する要望などがありましたら、区長

さんまでご相談ください（敬称略）。

平成22年度の区長さんを紹介します
問　役場総務課自治振興係　ｔ（295）2112　内線314

農業経営基盤の強化の促
進に関する基本的な構想
（案）に対する意見募集

　町では農業経営の目標を設

定し、その実現に向けた方策

などを定めた「毛呂山町農業

経営基盤の強化の促進に関す

る基本的な構想」を変更しま

す。このため住民の皆さんか

らのご意見を募集します。変

更案は、町ホームページおよ

び役場産業振興課で閲覧でき

ます。

意見募集方法　５月１２日水

　までに電子メール、ファク

　ス、手紙でご提案ください。

提出先・問　役場産業振興課

　農林係ｔ内線 172ｆ295

　－0771〒350－0493

　毛呂山町中央２－１

ｅsangyou@town. moroya

　ma.saitama.jp

町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問　

役
場
総
務
課
職
員
係　

ｔ
２
９
５―

２
１
１
２　

内
線
３
１
６

平
成
22
年
４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
課
長

級
（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）
の
異
動
と
、
退
職
者
お
よ
び
新
規
採
用
職
員
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

課
長
級
（
順
不
同
。
敬
称
略
）

▽
住
民
課
長　

粟あ

お

う

だ

生
田
良
子
（
生
涯
学

習
課
副
課
長
学
習
支
援
担
当
）　

▽
歴

史
民
俗
資
料
館
長　

村
木
功

い
さ
お

（
歴
史
民

俗
資
料
館
副
館
長
）
▽
産
業
振
興
課
専

門
員　

波
田
邦
雄
（
水
道
課
副
課
長
）

退
職
者
（
３
月
31
日
付
け
）

▽
大お

お
く
ぼ窪

東と
う
い
ち一

（
住
民
課
長
）　

▽
森

修
お
さ
む

（
産
業
振
興
課
専
門
員
）　

▽
齊
藤
育

男
（
保
健
セ
ン
タ
ー
副
所
長
）
▽
岡
野

照て
る
ひ
こ彦

（
高
齢
者
支
援
課
副
課
長　

高
齢

者
福
祉
・
介
護
保
険
担
当
）　

▽
高
沢

佳よ
し
ひ
ろ弘

（
学
校
教
育
課
指
導
主
事
・
埼
玉

県
教
育
委
員
会
へ
帰
任
）　

▽
小
室
月

子
（
旭
台
保
育
園
長
）　

▽
安
川
一
彦

（
毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山
公
共
下
水
道

組
合
へ
帰
任
）　

▽
清
水
益ま

す

え江
（
旭
台

保
育
園
主
任
保
育
士
）　

▽
廣ひ

ろ
か
わ川

貞さ

だ

こ子

（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）　

▽
森
な
ほ

み
（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

新
規
採
用
者

▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事　

小こ

さ

か

い

坂
井
啓

二
（
川
越
市
教
育
委
員
会
よ
り
）
▽
学

校
教
育
課
指
導
主
事　

小こ
ざ
か
い堺

広
司
（
埼

玉
県
教
育
委
員
会
よ
り
）
▽
秘
書
広
報

課
主
事
補　

石
川
希の

ぞ

み望　

▽
総
務
課
主

事
補　

永
井
雄ゆ

う
す
け輔　

▽
税
務
課
主
事　

藤
田
朋と

も

み美　

▽
住
民
課
主
事
補　

有
山

佳よ
し
た
か孝　

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師　

清

水
美
恵
子　

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

蔀
し
と
み

智
美　

▽
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
主
任

川
口
幸
一
（
毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山
公

共
下
水
道
組
合
よ
り
）
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広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者
の

認
定
や
資
格
管
理
、
保
険
料
の
決

定
、
保
険
証
の
交
付
、
医
療
費
の

支
給
、
財
政
運
営
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

毛
呂
山
町
で
は
、
保
険
料
の
徴

収
、
保
険
証
の
引
渡
し
、
各
種
申

請
・
届
出
の
受
付
な
ど
、
み
な
さ

ん
の
身
近
な
事
務
を
行
い
ま
す
。

・
75
歳
以
上
の
人

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の

障
害
が
あ
る
人
（
申
請
し
て
広
域

連
合
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
）

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
険
証
は
カ
ー
ド
型
で
一
人
に

１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関

な
ど
に
か
か
る
と
き
は
必
ず
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
の
有
効
期
間
は
、
毎
年

８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

75
歳
に
な
る
人
は
、
75
歳
に

な
っ
た
日
か
ら
資
格
を
取
得
し
ま

す
。
加
入
の
手
続
き
は
と
く
に
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
誕
生
日
前
に
保

険
証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　　

病
院
（
医
療
機
関
）
な
ど
の
窓

口
で
支
払
う
自
己
負
担
は
、
医
療

費
の
１
割
（
現
役
並
み
の
所
得
が

あ
る
人
は
３
割
）
で
す
（
負
担
し

て
い
た
だ
く
割
合
は
保
険
証
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
）
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
か

か
っ
た
医
療
費
を
一
度
全
額
自
己

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
必

要
な
書
類
を
添
え
て
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
（
１
割

ま
た
は
３
割
）
を
除
い
た
額
が
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。

①
急
病
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情

で
、
保
険
証
を
持
た
ず
に
医
療

機
関
な
ど
に
か
か
っ
た
と
き
の

費
用

②
輸
血
し
た
と
き
の
生せ

い
け
つ
だ
い

血
代

③
医
師
が
必
要
と
認
め
た
治
療
用

　

装
具
（
コ
ル
セ
ッ
ト
、
義
足
な

　

ど
）
の
費
用

④
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
、

き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

費
用

⑤
骨
折･

ね
ん
ざ
な
ど
で
施
術
を

受
け
た
柔
道
整
復
師
の
費
用

（
保
険
を
取
り
扱
っ
て
い
る
柔

道
整
復
師
に
つ
い
て
は
、
一
部

負
担
金
で
施
術
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

⑥
海
外
旅
行
中
に
医
療
機
関
な
ど

に
か
か
っ
た
と
き
の
費
用

　　

被
保
険
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と

き
は
、
そ
の
葬
祭
を
行
っ
た
人
に

５
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
葬
祭
を
行
っ
た
証
明
書
類
（
会

　

葬
礼
状
、
領
収
書
な
ど
）

・
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
保
険
証

・
葬
祭
を
行
っ
た
人
の
印
か
ん

・
葬
祭
を
行
っ
た
人
の
振
込
先
口

　

座

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害

者
）
に
よ
る
行
為
で
ケ
ガ
な
ど
を

し
た
場
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
広
域
連
合
で
治
療

に
か
か
る
費
用
を
一
時
的
に
立
て

替
え
、
あ
と
で
加
害
者
に
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
治
療

を
受
け
る
と
き
は
、
保
険
証
、
印

か
ん
を
持
っ
て
、
「
第
三
者
の
行

為
に
よ
る
被
害
届
」
の
手
続
き
を

速
や
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
示
談
を
す
る
と
き
は
慎
重
に
〜

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　

医
療
係
ｔ
２
９
５
｜
２
１
１
２

　

内
線
１
２
４
・
１
２
５　

こ
の
制
度
は
、
埼
玉
県
内
の
全
市
町
村
で
構
成
す
る
「
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
以

下
「
広
域
連
合
」）
」
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

広
域
連
合
と
町
の
事
務

対
象
と
な
る
人
（
被
保
険
者
）

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）

75
歳
に
な
る
人

窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合

療
養
費

葬
祭
費
の
支
給

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た

と
き

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
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※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、
救急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　℡ 049(294)5511

乳幼児健診　※対象者には個別に通知します。

４か月児健診　

10か月児健診　　 　　

１歳６か月児健診　

３歳児健診

乳幼児の予防接種
ＢＣＧ予防接種

麻しん風しん（ＭＲ）予防接種

三種混合　

ポリオ

日本脳炎

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
日　時　5月26日（水）10:30～11:30（受付は10:00～10:15）

内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流

対　象　３か月～１歳３か月の第一子

子ども

検　　診

 健康相談

乳・子宮頸
けい

がん検診（受診は２年に１回）

　　　　5月15日（土）（受付/9:00～15:00、30分毎に12人）

申込み　4月30日（金）から受付（先着120人）

日　時　6月12日（土）（受付/12:30～13:50）

※受診内容により、受付時間が変わります。

申込み　5月27日（木）から受付（先着50人）

【共通事項】
対　象　乳がん/40歳以上、子宮頸がん/20歳以上

費　用　乳がん/600円、子宮頸がん/500円

胃がん検診・胸部X線検診（肺がん・結核）（受診は年１回）

　　　　6月8日（火）受付8:30～11:00（30分毎に受付）

対　象　40歳以上

費　用　胃がん/600円

　　　　胸部X線/200円（喀
かくたん

痰細胞検査/500円）

申込み　5月25日（火）から受付（先着120人）

日　時

日　時

成人健康相談（心と体の相談）
5月14日（金）  9:30～11:30　場役場ホール

5月21日（金）  9:00～12:00　場保健センター

※心の相談は来所前にご予約ください。

老人健康相談（山根荘利用者のみ）

5月25日（火）  9:30～11:30　場山根荘

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9:00～17:00

保健センターからの
お知らせ

日　時

 母親学級　　　
日　時　６月10日（木）、18日（金）、26日（土）、７月5日（月）

　　　　13：30～16：00ごろ

対　象　初妊婦

申込み　５月6日（木）から（先着20人）

日　時　５月21日（金）13：30～16：30

※ 15 分まえに整理券配布。希望者に離乳食指導あり。

対　象　乳幼児とその保護者

申込み　４月28日（水）から受付

身体測定・育児相談など

初めてお父さんになる人も大歓迎!

 育児学級

５月の在宅当番医　9:00～ 12:00
日にち 医療機関名 専　科 住　　所 電　話
5/3( 祝 ) 長瀬クリニック 内科・小児科 川角133-6 295-0708
5/4( 祝 ) もろやま眼科 眼科 岩井西2-11-8 294-4113
5/5( 祝 ) 柴﨑皮膚科医院 皮膚科 中央4-19-12 295-6628

日　時　５月13日（木）

　　　　13：10～16：00（受付は13:10～13:20）

対　象　平成19年６月～平成20年４月生まれの子

持ち物　母子健康手帳･タオル･歯ブラシ･コップ

申込み　４月26日（月）から（先着40組）

※来所１時間前から飲食禁止。飲食の持込も禁止です。

日　時 ５月13日（木）５月13日（木）

２歳児歯科教室

※保健センターへの電話のかけ間違いが大変多く
なっています。よくご確認のうえ、おかけください。

日にち　 5月20日（木）

　　　　　  7月23日（金）

　　　　　  9月28日（火）

　　　　  11月25日（木）

時　間　14：30 ～ 15：30

場　所　埼玉医科大学病院健康管理センター

　　　　　※ 9 月 28 日（火）は、保健センターです。

対　象　満 40 歳以上の人（今年度 40 歳になる人を

含む）で、次の①から⑤の項目のいずれにも当ては

まらない人。①過去にＣ型肝炎ウイルス検査を受け

たことがある人。②Ｃ型肝炎の治療を受けたことが

ある人・受けている人。③Ｂ型肝炎の治療を受けて

いる人。④大きな手術（開胸手術、開腹手術など）

を受けたことがあり、定期的に肝機能検査を受けて

いる人。⑤妊娠・分娩時に多量に出血したことがあ

り、定期的に肝機能検査を受けている人

内　容　血液検査　費　用　無料

定　員　各回先着２5 人

申　4/22（木）～  5/ ６（木）

申　6/25（金）～  7/ ９（金）

申　8/31（火）～  9/14（火）

申 10/28（木）～11/11（木）

申

H21.12生まれの児
こ

H21.6生まれの児

H20.10生まれの児

H18.11生まれの児

５月10日（月）対

５月 ７日（金）対

５月18日（火）対

５月19日（水）対

　　　　　　５月12日（水）申

　　　　　　５月11日（火）申

５月28日（金）申

５月25日（火）、26日（水）申

５月24日（月）、６月22日（火）申

4/28（水）から

4/27（火）から

5/21（金）から

5/18（火）から

5/17（月）から

肝炎ウイルス検診
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 行事カレンダー 行事カレンダー5月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

法律相談 人権・行政相談 心配ごと相談
 

結婚相談

教育相談 消費生活相談
 

■弁護士（要予約）

　5月13日木、24日月

　13:30～16:00

■行政書士
　5月19日水

　10:00～15:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　土地家屋のトラブル、交

通事故、金銭貸借や補償、

相続問題など

5月13日木13:00～16:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　人権問題・行政に関する苦情など

月～金 10:00 ～ 16:30

場　所　教育センター

電話相談番号ｔ（295）2525

　不登校、いじめ、しつけなど

問合せ　産業振興課商工観

　光係ｔ内線175または、

　消費生活支援センター川

　越ｔ（247）0888

　違法な契約や商品の苦情など

毎週水曜日 10：00 ～正午

場　所　福祉会館

問合せ　社会福祉協議会

　　　　ｔ（295）3111

　生活上の悩み、困りごとなど
　相談を希望される方はお

気軽にご相談ください。後

日、町から依頼された結婚

相談員がご相談にのりま

す。

申込み・問合せ
　産業振興課農林係

　ｔ内線 172

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6 7 8児 児 児 図歴児

・光山小学校開校
　記念日
・５月分総合公園
　予約日
　場総合公園
・トレーニング機器説明会
　場総合公園

・体育施設
　５月分調整会議
　場総合公園
・こどもの日イ
　ベント
　場児童館→P10

・泉野小学校開校
　記念日
・子ども映画会
　場図書館→P10

9 10 11 12 13 14 15児 図歴児体

・スポーツ健康
　フェア
　場総合公園
　→P19

・園庭開放
　場若草保育園→P16
・保育ボランテ
　ィア講座
　場東公民館→P16

・ぴょんぴょん
　広場
　場児童館→P10
・入間西障害者相談支援
　 センター出張相談会
　場役場

・子育てサロン
　場東公民館

・めじろウォーク
　場総合公園集合
　→P19
・おやじ広場
　場児童館→P10

16 17 18 19 20 21 22児 図歴児体

・春の清掃日 ・エコクラフト教室
　場中央公民館→P17
・園庭開放
　場上町保育園→P16
・保育ボランティア講座
　場東公民館→P16

・ぴょんぴょん
　広場
　場児童館→P10

・トレーニング機
　器説明会
　場総合公園
・おはなし会
　場図書館→P10
・町立中学校体育祭
　場各町立中学校

23 24 25 26 27 28 29児 図歴児体

・エコクラフト教室
　場中央公民館
　→P17
・保育ボランティア講座
　場東公民館→P16

・幼児クラブ
　火曜コース
　場児童館→P10

・つくしんぼサ
　ロン
　場保健センター
　→P24

・幼児クラブ
　木曜コース
　場児童館→P10
・子育てサロン
　場福祉会館

・夜間納税窓口
　場役場→P14

30 31児 図歴児体

・休日納税・納入
　窓口
　場役場→P14

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館
体町内体育施設（総合公園体育館・グラウンド、
大類グラウンド・ソフトボールパーク、川角公園、
西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク

場＝場所
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□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

徒然歳時記

　４月の人事異動で、秘書広報課の広報エースMさんが他

の部署に異動しました。Mさんのレイアウトセンスや読者

を引き込む文章力は素晴らしく、多くの人に感動を与えて

くれました。今後も残された職員で、感動を与えられる紙

面づくりに努力していきますので、温かいご支援をお願い

します。（Y）

　鯛
たい

（真鯛）は桜が咲くころになると、
産卵のため岸近くの浅いところに上がっ
てきます。そして、栄養を蓄え、体色が
とりわけ美しくなります。この春の真鯛
は「桜鯛」などと呼ばれ、極上品として
扱われます。 
 「桜鯛」といえば落語の小

こばなし

噺にこんな話
があります。ふだん鯛には一箸しか付けない殿様が、「美味で
ある。代わりを持て」「ははー」困ったお付の人は機転を利か
せて「殿に申し上げます」「なんじゃ」「庭に植えましたる桜、
満開の折には見事であろうと・・・」「ほう、左様か」殿様が
桜に目をやった隙

すき

にお付の人は鯛の頭と尻尾を持ってひっくり
返して「持参いたしてございます」「おう、来ておったか」
「美味である代わりを持て」「いかがした？代わりはまだか？
ならば、余がもう一度桜を見ようか」という話しです。
　また、「花は桜木、人は武士、柱は桧

ひのき

、魚は鯛、小
こ そ で

袖はもみ
じ、花はみよしの」室町時代の禅

ぜんそう

僧、一休宋
そうじゅん

純が遺
のこ

した言葉で、
日本一のものを詠

よ

んでいます。あの一休さんも一番と讃
たた

えた鯛
は、姿・色・味の三拍子が揃

そろ

い、まさに魚の王様です。
　鯛の身は歯ごたえのある白身で、他の魚に比べて臭みや脂肪
などの癖も強くありません。刺身、焼き物、吸い物、煮付け、
鍋料理、鯛めしなど多種多様な料理を楽しむことができますの
で、ぜひ、皆さんも味わってみてください。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

申・問　役場秘書広報課ｔ（295）2112 内線 332

桜鯛

現在の風景

人口 36,779 人（＋ 41 人）
【男 18,317 人（－ 17 人）　女 18,462 人（＋ 58 人）】
世帯 15,713 戸（＋ 77 戸）
※平成 22 年 4 月１日現在（カッコ）内は前月比

　

　りゅう君はパパや

ママと一緒に走るの

が大好き!色んな事

を覚えて、日々成長

を実感します。４月からは幼稚園の年少さん☆

お友達や先生と楽しい毎日♪　たくましく育っ

てね。

中山　竜
りゅうが

冴くん

　（３歳６か月）

　明衣は、お世話好

きのお姉ちゃん。４

月からは幼稚園に入園。たくさんお友達をつ

くってね。菜美は、食べるのが大好き。もうす

ぐ１歳。２人共、いつも笑顔をありがとう♥

山下　明
め い

衣ちゃん
　（３歳３か月）

　　　菜
な み

美ちゃん
　（11か月）

　JRハ高線毛呂駅の写真です。駅舎入口には、「毛呂駅開業四十周

年記念」と書かれた看板があり、昭和８年４月15日の開業から40年

の節目に撮影されたことがわかります。当時は、駅舎の周囲にも多く

の桜の木があり、可憐な薄いピンク色の花を咲かせていました。

JR八高線毛呂駅の桜
昭和48年4月（松田太郎さん提供）

募 集 中
昭和60年代ごろまでの昔
の写真を募集しています。
提供いただける方は、役
場秘書広報課広報広聴係ｔ
(295)2112内線332まで
ご連絡ください。
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